




経済研究所 / Institute of Developing





























――2012 年大統領選挙と 2017 年国民議会選挙から―― 
 
Toward the 2019 Senegalese Presidential Election:  
An Analysis of the 2012 Presidential Election and the 2017 Legislative 
Election 
アフリカレポート（Africa Report）2018 No.56 pp.83-92 
 
































2018 年 2 月 9 日セネガルでは、野党による抗議運動が実施され、2019 年の大統領選挙を焦点








場合、Polity IVの polity2の項目において、セネガルは 2007年から 2016年まで 7で民主主義と分
類され、フリーダムハウスはセネガルを 2012年から 2017年まで「自由」と分類している［Polity 



















                                                        
1 セネガルでは国民の持つ生体認証 ID カードと選挙人カードが一体化されている。カードの表面が ID カード、
裏面が選挙人としての登録を示すカードとなっている。生体認証 ID カードの導入についての説明は脚注 11 を
参照。 
2 フリーダムハウスと Polityは同じ国を対象とした場合でも、評価が異なる場合がある［Högström 2013］。しかし、
両指数とも 2012年以降セネガルは民主主義であることを示している。フリーダムハウスによると、セネガルで
は、2012年は自由で公平な選挙がなされた［Freedom House 2013］。 
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挙時の大統領の任期は 7年であった 4。セネガルの大統領選挙は 2回投票制を取っており、第 1回
投票にて絶対多数の得票者がいない場合、決選投票（第 2 回投票）が行われ最も多くの票数を獲
得した候補者が当選する［IFES 2012］。2012年大統領選挙では 2月 26日に行われた第 1回投票に
て過半数を獲得した候補者がいなかったため、3 月 25 日に上位 2名による第 2回投票が行われ、








                                                        
3 イタリアの議会選挙における無効票を分析した Aldashev and Mastrobuoni［2016］の研究では、選挙不正が無効票
に影響を与えなかったと議論されている。一方で、Hanlon and Fox［2006］は、票の集計を実際に観察すること
で、モザンビークの大統領選挙における無効票の操作のメカニズムを示した。 
4 2016年に国民投票が行われ、大統領任期が 7年から 5年に短縮された。 
5 本稿で使用する 2012年選挙結果は、詳細データが入手可能な暫定結果を使用しているが、最終結果と大きな違
いはない。2012 年選挙の分析では、2012年 3月 1 日付のセネガルの日刊紙 Le Soleil［2012a］の 5 ページ目と
2012年 3月 28日付の同紙［2012b］5ページ目の選挙結果情報を使用した。2012年当時セネガルには 14州 45

































表 1. 相関係数 
 第 1回投票 第 2回投票 

















*p<0.1, **p<0.05, ***p<0.01 
（出所）筆者作成 
 
                                                        
7 2012 年大統領選挙において、ワッドは当選に必要な得票率を下げて、第 1 回投票で当選できる可能性を上げよ
うとしたと考えられる。詳細は脚注 13を参照。 
8 第 1回投票では 14人の候補者が出馬したが、当時の現職大統領ワッドと野党の有力候補者の 1人サルで、過半
数を超える 61.39%の得票率を獲得したため、ワッドとサルの選挙結果のみ使用する［African Elections Database 
2012］。 
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次に重回帰分析を用い、従属変数にワッドの得票率、独立変数に選挙登録率と無効票率をとり









これらの回帰分析の推定結果は、ワッドが 2012年選挙において、第 1回投票と第 2回投票におい
て選挙登録を利用し自身への得票率をあげた可能性が高いことを示す。 
 








セネガルでは国家選挙管理委員会（Commission Électorale Nationale Autonome: CENA）が選挙管
理と監視を行うことになっているが、選挙の運営手続きにおいて政権側の不正行為を防止する機
能を完全には備えていないと考えられる。国際選挙システム財団（International Foundation for 
Electoral Systems: IFES）は、CENAは建前上独立した委員会だが、大統領が委員選定への影響力を
持ち、財政面で政府へ依存している点を指摘する［IFES 2017, 2］。また、CENAの発表は憲法院に
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る選挙区から 90の議員、国外の 10の選挙区から 15の議員、そしてクォータ制を用いた拘束名簿
式比例代表制で 60の議員が選ばれる［IFES 2017］10。2017年 7月 30日に、国民議会選挙が実施
され、165議席中、サル大統領を代表とする与党連合であるベノ・ボッコ・ヤッカール（Benno Bokk 
Yaakaar: BBY）が 125議席を獲得し、ワッド前大統領を代表とする野党連合マンコ・ワットゥ・セ








                                                        
10 セネガルでは 150議席から議会が構成されていたが、本選挙ではディアスポラのための 15議席が追加され、合




ていた。例えば Liffran［2017］と Radio France Internationale［2017］の記事がある。 
12 ジュヌ首相の発言は Aljazeera［2017］の記事を参照。 
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2019 年大統領選挙では、現職大統領サルは第 1 回投票で当選することを目指すと考えられる。





















                                                        
13 現職大統領が第 1回投票で当選することを目指すということは、2012年大統領選挙前に、当時現職大統領であ




14 2017 年国民議会選挙から 2019 年大統領選挙まで約 1 年半の期間がある。国民議会選挙から大統領選挙までの
期間がほぼ同じである過去の選挙として、1998年 5月 24日に実施された国民議会選挙と 2000年 2月 27日に実
施された大統領選挙がある。1998年選挙で与党のセネガル社会党は 50.19%の得票率を獲得し、2000年選挙の第
1回投票でセネガル社会党のアブドゥ・ディウフは 41.3%の得票率を獲得した［African Elections Database 2012］。
2000年選挙の第 2回投票において、当時現職大統領であったディウフは、41.51%の得票率を獲得し、58.49%の





が急増することになる。1997年に 26存在していた政党数が、2000年には 57政党、2008年には 145政党に急増
した［Hartmann 2010］。 
16 アリュー・サネ氏（ヤナマールのプロジェクト・コーディネーター）によると、首都圏と付近の 3 州と比べ、
ジガンショール州、セディウ州、ケドゥグ州の 3州では、市民社会の監視が弱い（インタビュー：2018年 2月
7日 ダカール市内ヤナマール事務所）。 
17 例えば、アフリカ連合の選挙監視団は 2012 年選挙時には、選挙実施の約 1 週間前にセネガルに到着したが、
2019年選挙では少なくとも選挙運動が始まる前の到着が望まれる［African Union 2012］。 
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